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1.⽣活介護（障害者デイサービス）

2.共同⽣活援助（障害者グループホーム）
3.⾃⽴訓練
4.就労移⾏
5.就労継続⽀援A型
6.就労継続⽀援B型

7.療養介護
8.放課後等デイサービス
9.児童発達⽀援

福祉専門職配置加算の対象となるサービス種類

事前の届出が
必要です



１．福祉専⾨職員配置等加算Ⅰ（15単位／⽇）
直接⽀援の常勤職員のうち有資格者を35パーセント以上配置

２．福祉専⾨職員配置等加算Ⅱ（10単位／⽇）
直接⽀援の常勤職員のうち有資格者を25パーセント以上配置

３．福祉専⾨職員配置等加算Ⅲ（６単位／⽇）
以下①②のどちらかに該当すれば対象
①直接⽀援の常勤職員を75パーセント以上配置（常勤換算⽅法で計算）
②勤続3年以上の常勤職員が30パーセント以上配置

福祉専門職配置加算の算定要件と単位数



福祉専門職配置加算Ⅰ・Ⅱの該当する職種と資格
サービス種別 該当する職種 資格名（加算Ⅰ、Ⅱのみ該当）

⽣活介護
療養介護 ⽣活⽀援員 社会福祉⼠、介護福祉⼠、精神保健福祉⼠、公認⼼理師

⾃⽴訓練（機能訓練） ⽣活⽀援員 社会福祉⼠、介護福祉⼠

⾃⽴訓練（⽣活訓練） ⽣活⽀援員 社会福祉⼠、介護福祉⼠、精神保健福祉⼠、公認⼼理師

就労移⾏⽀援 ⽣活⽀援員 社会福祉⼠、介護福祉⼠、作業療法⼠、精神保健福祉⼠、公認⼼理師

就労継続⽀援A・B型
職業指導員

社会福祉⼠、介護福祉⼠、作業療法⼠、精神保健福祉⼠、公認⼼理師
⽣活⽀援員

共同⽣活援助
⽣活⽀援員

社会福祉⼠、介護福祉⼠、精神保健福祉⼠、公認⼼理師
世話⼈

放課後等デイサービス
児童発達⽀援 児童指導員 社会福祉⼠、介護福祉⼠、作業療法⼠、精神保健福祉⼠、公認⼼理師



福祉専門職配置加算Ⅲの該当する職種と資格
サービス種別 該当する職種

⽣活介護、療養介護 ⽣活⽀援員

⾃⽴訓練（機能訓練） ⽣活⽀援員

⾃⽴訓練（⽣活訓練） ⽣活⽀援員

就労移⾏⽀援 ⽣活⽀援員、地域移⾏⽀援員

就労継続⽀援A・B型 職業指導員、⽣活⽀援員

共同⽣活援助 ⽣活⽀援員、世話⼈

放課後等デイサービス
児童発達⽀援 児童指導員、保育⼠



6

サービス管理責任者
の継続的

スキルアップ
研修

サビ管会員数
1,400名以上

サービス管理責任者協会
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全国障害福祉事業者連盟

【⼊会申し込み】

障害福祉事業者の⽅は
是⾮ともご⼊会ください
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